
№ 1  緊急地震速報

は，どんなことが分か

っていて，それをもと

に配信されるのだろ

うか。何でも情報を鵜

呑みにするのではな

く，緊急地震速報の仕

組みを知って，どんな

行動をとればよいの

か考えたい。 

№2 【学習問題】 

グラフをもとにする

と,次のことが分かる。

どうやって求めたのか

説明しよう。 

❶震源から□㎞の地点

における S 波の到達時

刻

❷P 波と S 波の伝わる

速さ

❸初期微動継続時間か

ら求める、その地点の

震源からの距離

№3 【学習課題】 

グラフ(表現方法の

限定)を，初期微動継

続時間と震源からの

距離の関係に注目し

て(数学的な見方･考

え方)読み取り，緊急

地震速報に必要なこ

とを説明しよう。(思

考力･判断力･表現力

等を評価) 

№4 【学び直し】 
グラフは原点を通

る直線になる。(もと
になる考え方) 
グラフの特徴から，

初期微動継続時間と
震源からの距離とは
比例の関係にある。 
比例なら，一方が２

倍，３倍…と変化する
のに伴い他方も２倍，
３倍，…と変化する。
(もとになる考え方) 
比例なら，一方が

1/2倍，1/3倍，…と変
化するのに伴い，他方
も1/2倍，1/3倍，…と
変化する。(もとにな
る考え方) 
比例なら，y＝aχ（a

は比例定数）と表せ
る。(もとになる考え
方) 

№5 ❶χを地震が発生してから

の時間，y を震源からの距離とす

る。ｙはχに比例しているので，

ｙ＝aχと表せる。グラフから y＝

4χと分かるので，y に震源からの

距離を代入すれば，地震が発生し

てからの主要動が到着する時刻

が分かる。 

❷P 波：(5,40)をもとに，40/5＝8

秒速 8 ㎞。S 波：(10,40)をもと

に,40/10＝4 秒速 4 ㎞。

❸χを初期微動継続時間，ｙを震

源からの距離とする。グラフは原

点を通る直線なので，比例であ

る。よって，ｙ＝8χと表せる。初

期微動継続時間のχに代入すれ

ば，震源からの距離ｙを求めるこ

とができる。

№6 初期微動継続時間と震

源からの距離が比例の関係に

あることを，P 波，S 波の到

達時刻と震源からの距離を整

理した表をもとにグラフに表

すことで発見できた。それに

よって震源からの距離を突き

止めることができた。緊急地

震速報から，震源地からの距

離と地震の大きさ（マグニチ

ュード）を捉えて，落ち着い

て地区の避難集合場所へ行け

ばよい。 
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